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巨
大
台
風
は
、
わ
が
国
、
ア
メ
リ
カ

に
災
害
の
傷
を
、
衆
議
院
選
挙
は
予
想

外
の
結
果
を
、「
愛
・
地
球
博
」
は
感
動

の
余
韻
を
残
し
、
時
は
淡
々
と
未
来
を

招
き
、
八
千
草
と
表
さ
れ
る
秋
の
草
花

と
錦
秋
が
深
ま
り
、
間
も
な
く
胸
元
に

「
赤
い
羽
根
」
、
食
も
文
化
も
深
ま
り

ゆ
く
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、
（社）
倫
理
研
究
所
、
今
年
度
に

て
六
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
九
月
三
日
、
創
設
者
丸

山
敏
雄
先
生
が
祖
国
再
建
・
道
義
の
国

日
本
の
再
生
を
立
志
さ
れ
、「
『
夫
婦
道
』

寄
稿
。
こ
の
平
和
と
世
界
文
化
建
設
の

大
任
に
入
る
」
と
日
記
に
高
ら
か
に
宣

言
さ
れ
、
倫
理
の
燈
が
灯
さ
れ
た
記
念

日
で
あ
り
、
こ
の
日
を
倫
理
運
動
出
発

の
日
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

爾
来
六
十
年
、
創
設
者
・
丸
山
敏
雄

先
生
、
二
代
目
理
事
長
丸
山
竹
秋
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
指
導
者
の
方
々

と
会
員
・
関
係
の
先
達
者
に
、
山
形
県

倫
理
法
人
会
会
員
の
皆
様
と
共
に
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
記
念
日
九
月
六
日
に
六
十
周
年

式
典
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
法
人
会
の
原
点
が
、
昭
和

五
十
三
年
九
月
、
仮
称
・
船
橋
市
倫
理

法
人
会
と
し
て
七
十
四
社
の
方
々
が
運

動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
五

年
（
一
九
八
〇
年
）
十
月
一
日
正
式
に

千
葉
県
倫
理
法
人
会
、
会
員
二
四
〇
社

が
認
証
さ
れ
、
倫
理
法
人
会
が
ス
タ
ー

ト
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
七
月
十
六
日
、

千
葉
県
倫
理
法
人
会
二
十
五
周
年
と
し

て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
滝
口
長
太
郎

さ
ん
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
県
倫
理
法
人
会
は
平
成
二
年
五

月
に
運
動
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
九
月
に

認
証
登
録
さ
れ
活
動
が
正
式
に
ス
タ
ー

ト
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
会
長
本
間
利
雄

先
生
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先
輩
方
々

に
心
か
ら
敬
意
を
申
し
上
げ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

今
年
、
倫
理
研
究
所
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
『
創
生
』
で
あ
り
、
創
造
的
に
生
ま

れ
変
わ
ろ
う
と
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
新
し
い
取
り
組
み
の
中
で
、
今

ま
で
の
〝
個
人
の
会
〞
が
『
家
庭
倫
理

の
会
』
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、

新
会
長
と
し
て
相
馬
紀
子
さ
ん
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
五
十
嵐
勇
次
会
長
は
山

形
県
家
庭
倫
理
の
会
相
談
役
に
、
法
人

会
メ
ン
バ
ー
で
秋
山
さ
ん
は
両
方
の
会

長
、
酒
田
会
長
の
佐
藤
さ
ん
は
相
談
役

に
道
を
譲
ら
れ
、
他
に
も
荒
井
捷
夫
さ

ん
は
じ
め
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
会
員
で

あ
り
ま
す
。

　

倫
理
の
両
軸
で
あ
り
ま
す
の
で
、
宜

し
く
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
倫
理
法
人
会
『
日
本
創
生
・

さ
あ
ー
い
こ
う
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
『
平

成
十
九
年
度
達
成
五
〇
〇
〇
〇
社
』
の

大
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

　

山
形
県
倫
理
法
人
会
、
九
月
十
三
日

寒
河
江
市
・
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
『
平
成
十
八
年
度
役
員
辞

令
交
付
式
』
が
行
わ
れ
、
本
部
よ
り
東

日
本
エ
リ
ア
チ
ー
フ
井
上
重
勝
先
生
、

東
北
・
北
海
道
方
面
長
新
任
三
浦
貴
史

先
生
、
副
方
面
長
川
又
久
萬
先
生
に
ご

来
県
戴
き
、
厳
粛
で
緊
張
溢
れ
る
中
、

各
自
に
交
付
賜
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
各
単
会
々
長
、
県
普
及
拡

大
委
員
長
、
事
務
長
、
幹
事
長
の
決
意

表
明
は
例
年
と
違
う
雰
囲
気
に
て
、
力

強
く
単
会
の
目
標
が
発
表
さ
れ
、
特
に

岡
崎
普
及
拡
大
委
員
長
よ
り
は
今
年
目

標
九
六
〇
社
の
檄
と
約
束
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
又
和
や

か
に
交
流
会
は
進
行
さ
れ
、
中
締
め
に

て
秋
山
鶴
岡
会
長
よ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
入
り
な
が
ら
拡
大
目
標
の
唱
和
、

更
に
閉
会
で
稲
毛
米
沢
会
長
の
念
を
更

に
念
を
押
す
唱
和
で
最
後
ま
で
気
を
抜

か
ぬ
式
・
交
流
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
長
井
市
、
上
山
市
に
新
法
人

の
立
ち
上
げ
を
行
い
、
各
単
会
の
目
標

と
合
わ
せ
九
六
〇
社
の
普
及
拡
大
で
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
の
単
会
目
標
は
寒
河
江
市
が
達

成
さ
れ
、
現
在
も
手
を
抜
か
ず
実
践
活

動
を
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
敬

意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
は
委
員
会
活
動
と

し
て
、
新
た
に
朝
礼
委
員
会
（
伊
藤
明

彦
氏
）
、
研
修
委
員
会
（
荒
井
捷
夫
氏
）

の
活
動
を
お
願
い
し
、
事
業
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
更
に
今
年

度
は
会
員
大
会
を
開
催
し
、
会
員
の
交

流
・
出
会
い
の
場
を
設
け
、
県
の
決
算

を
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
報
告
し
て
参
り

ま
す
。
又
新
た
な
組
織
と
し
て
、
女
性

委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
正
委
員
長
・
鈴
木
貞
子
さ
ん
、
副
・

熊
谷
ト
シ
子
さ
ん
に
就
任
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
度
ブ
ナ
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
鶴
岡
・
酒
田
両
法
人
会
主
幹
で
開

催
い
た
だ
き
ま
す
。
ブ
ナ
林
は
鶴
岡
市
、

高
舘
山
（
加
茂
地
区
）
に
ご
決
定
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
が
非
常
に
目
白
押
し
で
す
。
特

に
新
た
な
倫
友
と
の
出
会
い
を
図
り
、

山
形
に
お
け
る
倫
理
の
価
値
を
認
知
を

高
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
会
員

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
『
二
〇
〇
五

年
倫
理
１
７
０
０
０
、
ラ
イ
セ
ン
ス
認

定
企
業
』
と
し
て
『
寒
河
江
市
中
村
俊

光
会
長
の
丸
菱
食
品
㈱
様
』
が
認
定
さ

れ
式
典
に
て
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
山
形
県
初
の
快
挙
で
あ
り
ま
す
。

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
又
未
熟
な
が
ら
会
長

を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
何
卒
宜
し
く
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
、
ご
事
業
の
ご
繁

栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

新
年
度
に
あ
た
っ
て

山
形
県
倫
理
法
人
会
会
長　
　

近　
　
　

清　

剛
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　昨年は、計らずも皆様の温かいご支援のお陰に

より月間MS出席人数部門で日本一賞を頂くこと

が出来ましたこと心よりお礼申し上げますととも

に奢ることなくさらに精進を重ねてまいる所存で

おります。

　さて、本年は、初心に帰り日本創生につながる

「人気ある法人会活動」を目指して役員一丸とな

って取り組んでまいります。

(1) 活力ＭＳの実施

「五分前集合、元気な挨拶、気軽な握手、きびき

　びした動作、リズミカルでテンポの良い流れ」

　をつくり、30社以上のMＳを開催します。

(2) 「塵一つ　拾う実践　街づくり」の心で地域貢献

　毎月第3火曜日AM６時、例会場になっている

　ホテル周辺の清掃実践を行ないます。

(3) 普及は宝　平成19年5万社目標に呼応

　会員130社を目指し普及拡大を行います。

　上山・長井設立に全面協力します。

　倫友の皆さん宜しくご支援お願いいたします。

　米沢市倫理法人会会長を拝命致しました稲毛
勝敏です。
　日本経済は少し希望の光が見えてきたとは云え、
今後益々勝ち組と負け組みがはっきりするでし
ょう。日本の経済・景気は公共事業削減などで
景気の低迷を余儀なくされていると思います。「中
小企業の発展は人材育成」と断言できますが、
その中でも企業のトップとそれを支える幹部が
目標やビジョンを明確にし、同じ方向を目指す
と云う事は必要不可欠なものです。会社の発展
はリーダーにかかっています。リーダーとは経
営者だけではありません。社員さんお一人お一
人が倫理を通して学ばれ、そして実践を通して
成果をあげ、「気づく」ところにより会社が大
きく前進してゆくのです。今、ここに米沢市倫
理法人会の仲間と法人会の使命に粉骨砕身本気
で取り組んで参ります。米沢市倫理法人会は平
成17年12月末まで30社の成果をあげ正倫理法
人会を設立することを決意致します。

　平成13年８月30日、準倫理法人設立総会。そ
して１年後、平成14年７月31日に百社達成によ
って正法人会となる。
　15年９月10日に丸山理事長による特別講演が
あり、モーニングセミナー参加人数全国１位と
なり、16年10月22日、倫理法人会四万社達成
式典に於て表彰を受ける。
　Ｍ・Ｓも今月末で200回を数え、県内３番目
の単会として、大いに活動しなければならない
のであるが、残念ながら現在は停滞している。
設立後この４年の間に副会長であった鈴木文助
氏と江場淳一氏という人財を失ったことが、天
童倫理の低迷につながったと思われる。私自身
舌癌を患った。
　しかし、18年度は設立当時の原点に帰って、
自己研鑽に励みながら、Ｍ・Ｓへの参加者を確
実に増やすよう努力しなければならない。三浦
北海道東北方面長の言葉に「役を識る、役に徹
する、役をこえない」を守って、多田会長のも
とで頑張りたいと思います。

　寒河江市倫理法人会も３年目を迎え、目指そう５万社達成に向って着
実に一歩一歩進めてまいります。目標達成の為に汗を流し、「日本創生」
のために。小泉首相の郵政民営化解散も圧倒的勝利で選挙は終りました。
第三次小泉内閣がスタートし、小泉丸は郵政民営化の羅針盤を持って、
どう世界の経済の海原を舵取り、国民の幸を守るのか、国民の期待が大
きいものがあります。
　寒河江市倫理法人会平成18年度活動重点目標を定めました。
１．普及拡大目標……魅力ある会員拡大（３年継続目標）
　140社、これに自らプレッシャーをかけ、普及拡大月間４月、７月と
　する。
２．モーニングセミナー目標……モーニングセミナーの充実を測る
　出席者40人以上とし講師の選択に力をそそぎ、魅力あるモーニングセ
　ミナーにし、朝に強い経営者づくりに頑張る
３．地域社会貢献目標……経営者の集いを年６回実施。
　次世代リーダーを育成し、若い人中心に活動する。
４．各委員会の活動を活発にしたい
　委員長、副委員長を中心に活動を進める。
５．新春家族会（18・１・28）
　会員と家族の親睦を計る。子供達の輪も広める。
６．研修会……富士高原研修〈18・２・17～19〉２泊３日
　新幹部研修に一般会員も参加を呼びかける。今こそ倫理学びが必要な
　時代である認識を深める。
７．倫理経営講演会（18・５・18）ホテルシンフォニーアネックス
　600名目標（Ｈ17年度498名、全国５位）に全会員全力で目標達成と
　する。
８．３周年ビアパーティー（７月初旬）
　会員・家族親睦会

　以上が寒河江市倫理法人会の重点目標で、会長も３年目で最後の勤め
を全力で全うしたいと思っております。

　思いがけず晋道前会長から会長職のバトンを手渡さ
れ、９月１日、大きな緊張感と共にスタートしました。
今、まぶしい朝日を浴びて、風の中を走っています。
　平成18年度、山形市蔵王倫理法人会は『喜んで学ぶ』
をテーマに活動しています。一人ひとりが毎日毎朝喜
んで倫理を学ぶ。それを助けるために「良き出会い」
を創り、多くの人々に励ましと笑顔を提供します。
　そのために私たちは喜んで会を運営し、新たな挑戦
を通じて学びます。
①モーニングセミナーの一層の活性化
②普及拡大、全体の６割を占めるＭＳ欠席会員への働
きかけ
③家族参加型行事の開催（10月22日、馬見ケ崎河畔
でいも煮会開催など）
④上山市倫理法人会の設立運動（平成18年５月26日
設立式典）
⑤その他の行事の開催
　この会にベテランは一人もいません。私たちは新人
ばかりです。みなさんから「新人よ、目を覚ませ！も
っと元気を出せ！」と声掛けしていただければ勇気百
倍です。

　創始以来60年、記念の平成18年度、酒田市倫理法人
会は設立２年目を迎えました。
　１年目は「運営の基本を作り軌道にのせる」ことで
した。倫友の多くの方々の熱意あふれる御協力のお陰で、
毎週水曜日のＭ・Ｓを欠かすことなく開催。その他盛
沢山の行事をすべて予定通りにやってきました。職場
の教養も各企業の朝礼で活用され、志気も上がってき
ていると喜ばれてきています。
　本年度は「日本創生、普及は宝、増やそう仲間」の
大スローガンの下、会員普及目標110社、Ｍ・Ｓ参加
30社以上にすることを、県役員会の席上で決心発表を
致しました。
　「事を成すの根本は信念である。決心の強いか弱い
かによって仕事の成否が決まるが、決心という事は、
今までなかったことをこうしようと信念を定めること
を云う」（万人幸福の栞　第14条）とあります。目標
を掲げて信念を練り固める実践を致します。
　各役員にも今年度の抱負をＭ・Ｓで発表していただき、
積極的に取り組む決意表明がなされました。又、今年
度は、会員は全員各委員会に所属するようにし、委員
会の活性化を計ると共に、コミュニケーションを密にし、
倫理経営の心髄を体得出来るようにしたいと考えてい
ます。

　去る７月30日、鶴岡市倫理法人会もおかげさまで
何とか１周年を迎えました。その記念行事として、８
月９日にコンサートを開催しました。
　その節は県内の各倫理法人会様から遠路お運びいた
だいた上に、祝電、お花、お祝いまで頂戴致しました。
この場をお借りして心より御礼申し上げます。
　パントマイム、ジャズのビッグバンド、歌の三本立
てで、テンコ盛り過ぎたかな？と反省しております。
　メインゲストで「栞（しおり）」を歌われた山岸育
美さんについて少々。細かくは書けませんが、あの方
は「20年遅れてやってきた実力派大型新人」なのです。
20年前に当初の確定していた通りデビューしていれば、
間違いなく吉田美和さん、大黒摩季さんを凌ぐ大歌手
になっていた方です。
　今回は「三本立て」にしたために、あまりお聞きい
ただけなかったのですが、あの方だけの「一本立て」
でも立派なコンサートになります。今、北海道ではソ
コソコ売れて来ておりますので、お呼びになるのでし
たらどうぞお早めに。
　もたもたしていると高くなって呼べなくなりますよ。
　最後になりましたが、倫理法人会活動や普及活動で
すが「鶴岡はボチボチやります」

山形市倫理法人会

会　長 中　村　恒　一

米沢市倫理法人会

会　長 稲　毛　勝　敏

天童市倫理法人会

副会長 矢　吹　海　慶

寒河江市倫理法人会

会　長 中　村　俊　光

酒田市倫理法人会

会　長 佐　藤　　　茂

鶴岡市倫理法人会

会　長 秋　山　周　三

山形市蔵王倫理法人会

会　長 鈴　木　隆　一

　倫理法人会は、実行によって直ちに正しさが証明でき

る純粋倫理を基底に、経営者の自己革新をはかり、心の

経営をめざす人々のネットワークを拡げ、共尊共生の精

神に則った健全な繁栄を実現し、地域社会の発展と美し

い世界づくりに貢献することを目的とした団体である。

これがため以下「活動指針」と「会員心得」を掲げる。
　
【倫理法人会活動指針】
　１．倫理の学習と実践の場を提供し、よりよい生活習慣

　　とゆたかな人間性をそなえたリーダーを養成する。

　２．深く家族を愛し、篤く祖先を敬い、なごやかでゆる

　　ぎない家庭を築く人を育てる。

　３．「明朗」「愛和」「喜働」の実践により、躍動する職場

　　づくりを推進する。

　４．愛と敬と感謝の経営をめざす会員の輪を拡げ、各種

　　の活動をとおして地域社会の発展に寄与する。

　５．自然を畏敬・親愛し、「地球人」たる自覚を深め、環

　　境の保全と美化に貢献する。
　
【倫理法人会会員心得】
　１．朗らかに働き、喜びの人生を創造します。

　２．約束を守り、信頼の輪をひろげます。

　３．人を愛して争わず、互いの繁栄をねがいます。

倫理法人会憲章倫理法人会憲章

平成18年度 各単会会長挨拶
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《倫理法人会とは…》
現代は、一時的な不況対策というような姑息な手段や小手先だけの

経営術で生き残れる時代ではありません。企業を真に活性化するに

は、経営にあたる姿勢、つまり心次第です。倫理研究所の提唱する

純粋倫理を企業に導入することによって、真の経営理念を確立して

いただき、職場に「明朗・愛和・喜働」の精神を満たし、職場を意

欲に燃えたヤル気集団・実践集団にして、企業の繁栄に寄与するこ

とを目指すのが法人会制度です。

《倫理法人会の各種活動》
　＊モーニングセミナー　＊経営者の集い　＊ナイトセミナー

　＊経営倫理講演会　＊幹部セミナー　等々

《経営者の集い》
経営者の集いは、会員相互の親睦をはかり、経営上の情報交換をす

る場でもあります。月々、いろいろなテーマを決め、講話を聞き、

専業経営の苦心談や成功談を語り合うなど、自由な形式で開催され

ます。

　

● 会費と特典 ●

● 会費　法人会費　入会金10,000円

　 　　　月額（１口に付）10,000円（何口でも可）

● 特典

　１．月刊誌「職場の教養」（非売品）を毎月30冊贈呈します。

　２．経営倫理指導が受けられます。

　３．社員教育及び朝礼指導が受けられます。

　４．希望により倫理研究所の教育施設「富士教育センター」で各種

　　企業セミナーが受講できます。（会員には割引制度あり）

企業に倫理を　職場に心を企業に倫理を　職場に心を企業に倫理を　職場に心を

入会のおすすめ

多
田
木
工
さ
ん
に

お
邪
魔
し
ま
し
た

　

朝
七
時
五
十
五

分
。
広
大
な
敷
地
内
の
各
部
署
で
、
一

斉
に
体
操
が
始
ま
り
一
日
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
私
が
、
今
回
お
邪
魔
さ
せ
て
頂

い
た
部
署
は
、
総
務
部
と
福
祉
用
具
の

専
門
部
署
の
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
事
業
部
。

八
時
、
総
務
部
朝
礼
開
始
。
『
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
！
』
本
部
長
の
前
に
部

内
の
精
鋭
ス
タ
ッ
フ
が
横
一
列
に
後
ろ

に
手
を
組
み
直
立
不
動
。
見
て
い
る
私

も
思
わ
ず
（
緊
）
。
当
番
制
ら
し
く
本

日
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
《
職
場
の
教
養
》

を
読
み
上
げ
、
そ
れ
に
対
す
る
感
想
を

述
べ
る
。
そ
れ
に
、
本
部
長
が
応
え
る

形
で
、
総
務
と
し
て
の
心
構
え
を
説
き
、

時
節
を
交
え
、
今
後
の
流
れ
を
説
明
。

　

各
自
の
業
務
内
容
報
告
。

　

最
後
に
、
接
客
三
大
用
語
一
斉
唱
和

で
終
了
。

　

八
時
四
十
五
分
、
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
事

業
部
朝
礼
開
始
。

　

『
開
始
三
十
秒
前
！
』
か
ら
挨
拶
↓

出
欠
↓
連
絡
事
項
↓
本
部
長
の
言
葉
↓

《
職
場
の
教
養
輪
読
》
（
Ｍ
Ｓ
形
式
で

す
！
）
↓
各
自
感
想
を
述
べ
↓
《
今
日

の
心
が
け
》
唱
和
↓
各
自
の
作
業
確
認

↓
接
客
五
大
用
語
唱
和
↓
終
了
。

　

そ
れ
以
外
の
、
営
業
・
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
・
ボ
イ
ラ
ー
・
工
場
…
各
部
署
で
《
職

場
の
教
養
》
を
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
朝
礼

を
欠
か
さ
ず
行
な
っ
て
い
る
と
お
伺
い

し
ま
し
た
。
製
造
か
ら
販
売
ま
で
、
多

く
の
方
々
が
使
用
し
、
多
く
の
方
々
と

接
し
、
多
く
の
方
々
に
歓
び
と
感
動
を

与
え
る
企
業
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
倫
理

を
学
び
・
実
践
す

る
た
め
の
朝
礼
は

不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
。
と
、
実
感

致
し
ま
し
た
。
大

変
感
動
し
ま
し
た
！

　

最
後
に
、
取
材

の
労
を
図
っ
て
い

た
だ
い
た
沼
田
副

専
任
幹
事
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
と
倫
理
と
の

出
会
い
は
、
平
成

十
六
年
四
月
の
こ

と
で
、
つ
い
最
近

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
倫
理
に

つ
い
て
は
全
く
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
な

か
っ
た
私
で
あ
る
が
、
以
前
よ
り
我
職

場
に
お
い
て
、
管
理
職
は
常
に
率
先
垂

範
、
朝
の
仕
事
は
そ
の
日
の
仕
事
を
制

す
と
の
考
え
方
が
あ
る
中
で
、
管
理
職

と
し
て
経
営
の
一
角
を
担
う
以
上
、
朝

五
時
・
六
時
に
は
出
社
し
自
ら
の
仕
事

は
社
員
が
出
社
す
る
前
に
ほ
ぼ
完
了
さ

せ
、
日
中
は
成
果
の
出
る
、
或
い
は
想

定
外
の
事
態
に
備
え
る
仕
事
に
集
中
し

て
い
た
。
そ
れ
が
為
倫
理
で
言
う
と
こ

ろ
の
「
朝
起
き
」
に
つ
い
て
は
何
ら
抵

抗
な
く
入
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
倫
理
は
「
当
た
り
前
の
こ
と

を
当
た
り
前
に
し
続
け
る
」
と
い
う
我

社
の
根
本
的
な
考
え
方
・
価
値
観
と
極

め
て
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
点

か
ら
も
今
は
非
常
に
有
益
で
あ
る
も
の

と
感
じ
て
い
る
。

　

人
が
働
き
甲
斐
・
生
き
甲
斐
と
い
う

も
の
を
見
出
し
て
い
く
に
は
そ
こ
に
自

己
の
成
長
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自

己
が
成
長
し
て
い
く
に
は
、
常
に
率
先

垂
範
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
何

に
対
し
て
率
先
垂
範
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
い
や
な
こ
と
、
辛
い
こ
と
、

苦
痛
を
伴
う
こ
と
、
こ
れ
ら
に
対
す
る

率
先
垂
範
で
あ
る
。
楽
な
こ
と
、
や
さ

し
い
こ
と
を
率
先
垂
範
し
て
も
人
は
成

長
し
な
い
。

　

人
の
真
の
成
長
は
、
ま
さ
に
苦
痛
の

中
に
喜
び
を
感
じ
る
人
生
、
苦
痛
の
中

に
働
き
甲
斐
が
感
じ
ら
れ
る
仕
事
、
苦

し
み
が
喜
び
と
一
体
化
さ
れ
た
時
に
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

倫
理
は
、
私
に
と
っ
て
人
生
の
道
標

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
倫
理
は

自
分
自
身
の
成
長
の
場
で
も
あ
る
。
そ

こ
で
知
り
得
た
全
て
の
人
々
が
我
が
教

師
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
倫
理
を
通
じ
、

私
は
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

に
し
続
け
る
。
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
以
上

に
し
続
け
、
そ
れ
を
徹
底
す
る
。
」
そ

の
よ
う
な
人
生
に
し
た
い
。

我
が
社
の
朝
礼

倫
理
と
出
会
っ
て

我
が
社
の
朝
礼

倫
理
と
出
会
っ
て

天
童
市
倫
理
法
人
会

　
　

会　

長　

多　

田　

竣　

一

　
　

（
株
式
会
社
多
田
木
工
製
作
所
代
表
取
締
役
）

天
童
市
倫
理
法
人
会

　
　

会　

長　

多　

田　

竣　

一

　
　

（
株
式
会
社
多
田
木
工
製
作
所
代
表
取
締
役
）

山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会

　

専
任
幹
事　

前　

盛　

直　

人

　

（
株
式
会
社
エ
ム
・
エ
ス
・
ア
イ
経
営
企
画
室
室
長
）

山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会

　

専
任
幹
事　

前　

盛　

直　

人

　

（
株
式
会
社
エ
ム
・
エ
ス
・
ア
イ
経
営
企
画
室
室
長
）

　

寒
河
江
倫
理
法
人
会
が
発
足
し
て
早

三
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

倫
理
の
教
え
は
、
断
ら
ず
素
直
な
気

持
ち
で
「
ハ
イ
」
と
引
き
受
け
る
こ
と

で
す
。
会
員
の
普
及
と
言
う
大
変
重
要

な
拡
大
委
員
長
の
役
職
を
仰
せ
つ
か
り
、

ま
た
、
二
年
目
に
は
、
県
拡
大
委
員
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
、
新
米
の

私
が
、
と
思
い
な
が
ら
素
直
な
気
持
ち

で
引
き
受
け
ま
し
た
。
県
の
役
員
会
に

出
席
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
い
た
だ
き
、
大

勢
の
先
輩
方
と
お
会
い
で
き
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

十
七
年
度
寒
河
江
普
及
拡
大
目
標
一

二
五
社
、
六
月
の
役
員
会
で
一
〇
二
社
、

八
月
迄
あ
と
二
十
三
社
、
気
の
遠
く
な

る
思
い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
会
員
同
志
が
火
の
玉
と
な

り
、
団
結
し
、
目
標
一
二
五
社
を
達
成

し
た
の
で
す
。

　

自
分
が
加
入
を
勧
め
る
う
え
で
、
喜

び
と
不
安
感
、
自
分
に
対
し
て
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
の
連
続
で
し
た
。
普
及
活
動

を
し
な
が
ら
自
分
の
事
業
は
継
続
出
来

る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
絶
対
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
を

越
え
な
け
れ
ば
仲
間
達
と
会
え
な
く
な

る
。
先
の
事
を
考
え
て
ば
か
り
い
る
と

不
安
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

今
日
一
日
を
、
明
朗
、
愛
和
、
喜
動
の

心
で
進
ん
で
仕
事
を
意
欲
的
に
や
れ
ば
、

な
ん
と
か
な
る
と
希
望
を
も
っ
て
普
及

活
動
を
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
だ
け

の
力
で
は
な
く
、
会
員
み
ん
な
の
力
、

み
ん
な
の
後
押
し
が
あ
る
か
ら
だ
。
私

の
後
ろ
に
は
、
四
五
〇
〇
〇
社
が
つ
い

て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

勇
気
が
沸
い
て
、
と
て
も
不
思
議
な

「
力
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

気
持
ち
が
落
ち
着
き
普
及
も
進
み
ま
し

た
。

　

一
社
入
会
す
る
た
び
、
会
長
に
報
告
、

会
長
は
他
の
役
員
に
報
告
、
会
長
か
ら

も
す
ぐ
報
告
と
役
員
が
車
の
車
軸
に
な

っ
て
、
一
二
五
社
、
目
標
を
達
成
し
た

の
で
す
。
「
バ
ン
ザ
イ
」

　

十
八
年
度
寒
河
江
目
標
、
会
長
が
一

四
〇
社
と
掲
げ
た
以
上
、
全
員
で
目
標

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

平
成
十
八
年
度
普
及
拡
大
県
目
標
、

山
形
市
一
三
〇
社
、
米
沢
市
一
〇
〇
社
、

天
童
市
七
〇
社
、
寒
河
江
市
一
四
〇
社
、

蔵
王
一
二
〇
社
、
酒
田
市
一
一
〇
社
、

鶴
岡
市
一
〇
〇
社
、
長
井
市
四
月
に
設

立
一
〇
〇
社
、
上
山
市
五
月
に
設
立
一

〇
〇
社
、
合
計
九
七
〇
社
に
向
か
っ
て

活
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
、
目

標
に
向
か
っ
て
進
み
ま
し
ょ
う
！

山形県倫理法人会
　　普及拡大委員長

会員同志の連帯感会員同志の連帯感会員同志の連帯感

岡　崎　大　造

〈
取
材　

天
童
市
倫
理
法
人
会　

広
報
副
委
員
長　

村
川
豊
輝
〉
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名誉会長

会　　長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

幹 事 長

副幹事長

事 務 長

副事務長

モーニングセミナー委員長

　〃　副委員長

普及拡大委員長

　〃　副委員長

研修委員長

　〃　副委員長

広報委員長

　〃　副委員長

朝礼委員長

　〃　副委員長

女性委員長

　〃　副委員長

監　　査

監　　査

相 談 役

相 談 役

相 談 役

相 談 役

本間　利雄

近　　清剛

中村　恒一

稲毛　勝敏

多田　竣一

中村　俊光

鈴木　隆一

佐藤　　茂

秋山　周三

柴田津與志

木村　健彦

奥山　正明

荒井　照雄

奈良崎信良

小島　　勤

岡崎　大造

後藤　茂實

荒井　捷夫

五十嵐慶三

桜井　　仁

小松　健一

伊藤　明彦

中村　恵一

鈴木　貞子

熊谷トシ子

伊藤　善吉

川合　賢助

三浦孝太郎

菅野　茂正

熊谷　眞一

矢吹　海慶

本間利雄設計事務所

㈱三奥屋

㈱マルナカ中村商店

㈲三友医療

㈱多田木工製作所

丸菱食品㈱

㈱でん六

酒田米菓㈱

秋山鉄工㈱

柴田原料㈱

㈱木村醤油店

㈱奥山会計事務所

㈲アシスト

㈲山形パッケージセンター

㈱小島洋酒店

ニット　オカザキ

アイデンティ㈱

㈱山形組

㈱竹原屋本店

布施建設㈱

寒河江印刷㈱

㈱伊藤製作所

㈱大清

八百坊温泉

㈲ムゲン

本間利雄設計事務所

川合賢助税理士事務所

㈱三浦板金製作所

㈱二ホン総建

㈱シベール
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九
月
十
三
日
（
火
）
県
役
員
辞

令
交
付
式
が
寒
河
江
市
の
ホ
テ
ル

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ア
ネ
ッ
ク
ス
で
、

柴
田
津
與
志
幹
事
長
の
進
行
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

副
方
面
長
川
又
久
萬
氏
の
読
上

げ
、
そ
し
て
法
人
局
普
及
事
業
部

井
上
茂
勝
氏
よ
り
辞
令
を
頂
き
ま

し
た
。
又
活
動
表
彰
と
し
ま
し
て
、

山
形
市
倫
理
法
人
会
の
Ｍ
Ｓ
月
間

全
国
一
位
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
、

続
い
て
山
形
県
で
初
め
て
丸
菱
食

品
株
式
会
社
様
に
倫
理
ラ
イ
セ
ン

ス
認
定
証
（
倫
理
１
７
０
０
０
）

授
与
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
北
海

道
東
北
方
面
長
の
三
浦
貴
史
氏
に

よ
り
激
励
の
言
葉
を
頂
き
、
辞
令

交
付
式
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の

懇
親
会
で
は
、

来
賓
の
佐
藤

誠
六
寒
河
江

市
長
を
交
え

て
、
な
ご
や

か
な
楽
し
い

懇
親
会
で
あ

り
ま
し
た
。

　

倫
理
法
人
会
が
設
立
さ
れ
て
二

十
五
年
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の

長
期
不
況
を
潜
り
抜
け
る
途
上
で
、

今
、
企
業
に
お
け
る
モ
ラ
ル
、
倫

理
の
必
要
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
と
そ
の
活
用
が

模
索
さ
れ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社

会
的
責
任
）
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
（
法
令
遵
守
）
が
声
高
に
叫
ば

れ
る
中
、
「
企
業
に
倫
理
を
」
「
職

場
に
心
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
活
動
を
続
け
て
き
た
倫
理
法
人

会
の
果
た
す
役
割
も
、
い
っ
そ
う

重
み
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
応

ず
る
べ
く
、
倫
理
研
究
所
法
人
局

で
は
倫
理
経
営
（
倫
理
に
基
づ
く

経
営
）
の
具
体
的
指
標
と
な
る
資

格
制
度
の
立
ち
上
げ
を
模
索
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
数
年
の
準
備

期
間
を
経
て
、
平
成
十
六
年
十
月
、

倫
理
法
人
会
四
万
社
達
成
記
念
大

会
の
席
上
で
「
倫
理
１
７
０
０
０
」

と
銘
打
っ
た
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
が

産
声
を
上
げ
た
の
で
す
。
第
一
期

認
定
企
業
は
五
十
三
社
。
審
査
登

録
委
員
に
丸
山
敏
秋
理
事
長
を
は

じ
め
、
経
済
界
よ
り
キ
ヤ
ノ
ン
販

売
株
式
会
社
の
滝
川
精
一
名
誉
会

長
、
教
育
界
か
ら
八
洲
学
園
大
学

の
高
橋
進
学
長
を
迎
え
て
の
船
出

と
な
り
ま
し
た
。

　

資
格
基
準
と
し
て
社
内
の
モ
ラ

ル
、
品
質
管
理
、
環
境
整
備
等
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
活
力

朝
礼
の
実
施
、
企
業
人
と
し
て
の

人
間
性
、
内
面
の
心
境
向
上
等
に

視
点
を
あ
て
、
さ
ら
に
は
ト
ッ
プ

の
家
庭
倫
理
実
践
に
ま
で
審
査
は

及
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
前
期
五
十
三
社
に
続
き
、

今
期
、
新
た
に
二
十
八
社
を
認
定

す
る
に
至
り
ま
し
た
。
本
誌
に
お

い
て
、
そ
の
認
定
二
十
八
企
業
を

紹
介
し
、
理
念
と
し
て
の
倫
理
を

形
に
、
形
を
力
に
、
力
を
結
果
に

と
導
い
て
き
た
各
社
の
実
践
の
一

端
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

総
計
八
十
一
社
の
「
倫
理
１
７

０
０
０
」
認
定
企
業
は
、
倫
理
経

営
の
活
き
た
証
明
者
、
理
想
の
体

現
者
で
あ
り
、
新
た
な
る
倫
理
運

動
展
開
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
内
に

秘
め
た
先
導
役
で
す
。
今
後
、
倫

理
研
究
所
法
人
局
で
は
、
皆
様
と

共
に
制
度
自
体
の
有
効
性
と
公
共

性
を
高
め
つ
つ
、
成
長
発
展
さ
せ

て
い
く
所
存
で
す
。

平
成
十
八
年
度
山
形
県
倫
理
法
人
会
役
員
辞
令
交
付
式

・
・
・
・
・
・
・

役　　職 氏　　名 会　　社　　名

ＭＳ全国一受賞

倫理17000受賞
倫理17000


